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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
12
日（
土
）・
19
日（
土
） 

午
後
３
時
〜
６
時

　
　
　
　

※
全
２
回
通
し
て
の
講
習
会
で
す
。

会　

場　

京
橋「
大
発
」ビ
ル
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
２
階

講　

師　

柄
溝
宗
生
税
理
士
（
協
会
・
税
理
士
団
）

受
講
料　

一
人
に
つ
き
１
万
円
（
２
回
分
）

対　

象　

会
員
、
家
族
、
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ

定　

員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催

個
人
診
療
所
対
象「
弥
生
会
計
」パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座

日
時　

 

①
10
月
26
日
②
11
月
30
日
③
２
０
１
４
年
１
月
25
日

―
―
の
各
土
曜
日　

午
後
６
時
か
ら
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

高
津
兆
雄
氏
（
旭
区
開
業
、
大
阪
歯
科
大
学
歯
周
病

学
講
座
前
准
教
授
）

会
費　

会
員
無
料　

未
入
会
者
各
１
万
円

内
容　

 

①
臨
床
所
見
か
ら
基
本
治
療
ま
で
②
基
本
治
療
後
の

歯
周
外
科
治
療
な
ど
③
指
導
管
理
と
メ
イ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど

主
催　

大
阪
市
北
部
地
区
、大
阪
市
東
部
地
区
、南
河
内
地
区

歯
周
治
療
３
回
シ
リ
ー
ズ
講
座

日
時　

10
月
24
日
（
木
）
午
後
８
時
〜
10
時

会
場　

堺
市
民
会
館
（
南
海
高
野
線
「
堺
東
」
駅
10
分
）

講
師　

中
島
康
氏
（
高
石
市
開
業
）

定
員　

50
人　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

歯
周
治
療
が
ベ
ー
ス
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
は
治
る

日
時　

10
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

岡
崎
好
秀
氏（
モ
ン
ゴ
ル
健
康
科
学
大
学
客
員
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
・
市
民
講
座

「
口
は
命
の
入
り
口
、心
の
出
口　

ク
イ
ズ
で
語
る
お

も
し
ろ
食
育
最
前
線
」

日
時　

10
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人　

講
師　

 

窪
木
拓
男
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
再
生
補
綴
学
分
野
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

10
月
度
生
涯
研
修

臨
床
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
顎
関
節
症
の
診
断
と
治
療

口
腔
顔
面
痛
や
口
腔
運
動
器
疾
患
を
治
療
す
る
立
場
か
ら

日
時　

10
月
14
日
（
祝
・
月
）
午
後
１
時
30
分
出
発

集
合　

地
下
鉄
谷
町
線
「
阿
倍
野
」
駅　

南
改
札

解
散　

午
後
４
時
30
分
頃　

南
海
「
岸
里
玉
出
」
駅

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

主
な
コ
ー
ス　

上
町
台
地
の
岸
壁
↓
吉
田
兼
好
藁
打
石
↓
大

阪
最
古
の
撞
球
場
↓
熊
野
街
道
↓
岸
の
姫
松
跡
↓
天
下
茶

屋
遊
園
地
跡
↓
阿
倍
野
神
社
↓
紀
州
街
道
↓
天
下
茶
屋
跡

※
散
策
後
、
天
下
茶
屋
で
懇
親
会
を
予
定
（
３
千
円
程
度
）

会
費　

無
料
、
懇
親
会
は
実
費

大
阪
市
南
部
地
区

古
地
図
で
歩
く
大
阪「
阿
倍
野
区
か
ら
西
成
区
ま
で

―
熊
野
街
道
と
紀
州
街
道
を
歩
く
」

署
名
は
が
き
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ

会
員
に
無
料
で
配
布

11　 月 　度
生涯研修抄録

「費用の軽減で良い入れ歯を」

「保険で良い歯科医療」

須
貝
昭
弘
（
神
奈
川
県
川
崎
市
開
業
）

子
ど
も
た
ち
を
う
蝕
・

不
正
咬
合
か
ら
守
る

　

子
ど
も
た
ち
を
む
し
歯
の

な
い
き
れ
い
な
歯
並
び
に
し

て
欲
し
い
と
い
う
希
望
で
、

歯
科
医
院
に
通
わ
せ
る
家
庭

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
疾
患
も
障
害
も

な
い
子
ど
も
が
定
期
的
に
通

う
医
療
機
関
は
、
歯
科
医
院

以
外
に
は
な
い
。

　

歯
医
者
と
い
え
ば
「
痛

い
、
怖
い
」
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
最
近
で
は
子
ど
も

た
ち
が
通
い
や
す
い
雰
囲
気

作
り
も
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
定
期
健
診
に
通
う
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
歯
科
医
院

の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。し
か
し
、そ

の
よ
う
に
定
期
的
に
通
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
口
腔
内

に
、
う
蝕
が
で
き
歯
列
が
乱

れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

れ
ば
医
療
と
し
て
の
意
味
は

ま
っ
た
く
な
い
。
商
業
主
義

で
患
者
に
迎
合
す
る
の
で
は

な
く
、
医
療
人
と
し
て
の
プ

ラ
イ
ド
を
持
っ
て
結
果
を
残

す
こ
と
が
地
域
で
の
評
価
に

つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
歯
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
う
蝕
が
減

っ
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
も

子
ど
も
た
ち
を
健
全
な
永
久

歯
列
に
導
く
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
う
蝕
の
病

態
は
大
き
く
変
化
し
、
う
窩

を
形
成
し
て
い
な
い
裂
溝
直

下
のHidden Caries

や
隣

接
面
のContact Caries

な

ど
は
通
常
の
診
査
だ
け
で
は

見
逃
し
て
し
ま
う
。
歯
列
に

関
し
て
も
以
前
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
食
文
化
の
変

化
が
歯
列
育
形
成
に
影
響
し

て
い
る
可
能
性
は
高
く
、
何

の
介
入
も
せ
ず
に
き
れ
い
な

永
久
歯
列
に
な
っ
て
い
く
子

ど
も
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
今
ま
で
以
上
に
き
め
細

か
い
管
理
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
親
や
子
ど
も
た
ち
の

希
望
を
叶
え
て
あ
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に

日
時　

11
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

　
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」

の
署
名
ハ
ガ
キ
入
り
の
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
会
員
診

療
所
で
活
用
さ
れ
、
署
名
が

次
々
と
協
会
に
届
い
て
い

る
。
同
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
署
名

推
進
グ
ッ
ズ
と
し
て
こ
の
ほ

ど
協
会
が
作
製
。
届
い
た
ハ

ガ
キ
の
ひ
と
こ
と
欄
に
は
、

「
ま
だ
入
れ
歯
で
は
な
い
が
、

将
来
の
た
め
、
費
用
の
軽
減

で
良
い
入
れ
歯
を
」（
66
歳
）、

「
近
く
入
れ
歯
が
で
き
る
予

定
。
費
用
が
な
る
べ
く
安
く

な
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」
は
大
阪
で

署
名
５
万
筆
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
署
名
推
進
の

起
爆
剤
と
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
が
一
役
買
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
協
会

は
希
望
す
る
会
員
に
50
個
を

無
料
で
送
る
。

　

江
原
歯
科（
堺
市
）で
は
、

受
付
で
署
名
を
呼
び
か
け
な

が
ら
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡

し
て
、
家
族
な
ど
へ
の
協
力

も
頼
ん
で
い
る
。
受
付
の
樋

口
さ
ん
は
「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

受
け
取
っ
て
も
ら
い
や
す
い

し
、
患
者
さ
ん
以
外
に
も
保

険
で
良
い
歯
科
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話
す
。

舎
、
実
習
工
場
、
格
納
庫
な

ど
を
ほ
ぼ
焼
失
し
た
。

　

40
年
（
同
15
年
）
に
は
、

盾
津
飛
行
場
の
西
隣
に
大
阪

練
兵
場
が
造
ら
れ
た
。
大
阪

城
の
東
に
あ
る
陸
軍
造
兵
廠

大
阪
工
場
を
拡
張
す
る
た

め
、
城
東
練
兵
場
の
用
地
を

あ
て
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

代
替
地
と
し
て
東
大
阪
が
選

ば
れ
た
。
広
さ
１
０
９
万
平

方
㍍
と
盾
津
飛
行
場
の
約
３

倍
で
、
こ
ち
ら
は
陸
軍
省
が

地
元
に
有
無
を
も
言
わ
さ
ず

直
接
用
地
を
買
収
し
た
。
現

在
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

や
機
械
団
地
の
広
大
な
土
地

は
も
と
も
と
陸
軍
用
地
だ
っ

た
わ
け
だ
。

 
（
つ
づ
く
）

の
府
立
布
施
工
科
高
校
）
が

設
立
さ
れ
る
。
航
空
機
体
科

・
航
空
機
関
科
・
精
密
機
械

科
が
あ
り
、
航
空
機
の
設
計

・
製
造
・
整
備
の
技
術
者
を
養

成
す
る
と
い
う
国
策
に
沿
っ

た
学
校
だ
っ
た
。
格
納
庫
を

持
ち
、
飛
行
機
や
グ
ラ
イ
ダ

ー
を
備
え
た
。
教
育
内
容
も

高
度
で
、
旧
制
中
学
校
の
教

師
で
は
間
に
合
わ
ず
、
大
学

か
ら
も
講
師
が
来
て
い
た
。

　

厳
し
い
軍
国
主
義
教
育

で
、
冬
も
上
半
身
裸
の
朝
礼

で
、
乾
布
摩
擦
や
「
航
空
体

操
」
が
「
♪
ブ
ン
ブ
ン
荒
鷲

　

ブ
ン
と
飛
ぶ
ぞ
」
の
歌
に

合
わ
せ
て
や
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
45
年
（
同
20

年
）
６
月
15
日
の
空
襲
で
校

し
て
飛
行
場
を
造
り
、
完
成

と
同
時
に
陸
軍
省
に
献
納
し

た
の
だ
。

　

地
主
に
対
し
て
、
夜
に
印

鑑
持
参
で
集
ま
る
よ
う
に
と

通
知
が
あ
り
、
会
場
で
羽
織

袴
姿
の
笹
川
が
趣
旨
を
説
明

し
、
了
承
と
捺
印
を
求
め

た
。
不
承
知
の
も
の
が
退
席

す
る
と
、
帰
り
道
の
暗
が
り

に
憲
兵
が
現
れ
「
な
ぜ
承
知

し
な
い
の
か
」
と
拘
留
を
ほ

の
め
か
し
、
結
局
一
人
も
反

対
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

盾
津
飛
行
場
の
格
納
庫
で

組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
飛
行

機
は
九
九
式
練
習
用
爆
撃
機

「
明
星
」で
、
盾
津
飛
行
場
の

北
東
に
あ
っ
た
松
下
航
空
機

で
製
作
さ
れ
た
後
、
飛
行
場

の
格
納
庫
で
最
終
組
み
立
て

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

39
年（
同
14
年
）に
は
大
阪

府
立
航
空
工
業
学
校
（
現
在

で
盾
津
飛
行
場
は
そ
の
生
涯

を
終
え
る
。

　

「
民
間
か
ら
の
寄
付
」
に

は
い
わ
く
が
つ
く
。
戦
後
政

治
の
「
黒
幕
」
と
呼
ば
れ
た

笹
川
良
一
が
中
心
に
な
っ
て

半
ば
強
制
的
に
土
地
を
買
収

ば
に
は
「
盾
津
飛
行
場
跡

地
」
碑
板
が
建
つ
。
水
田
の

真
ん
中
に
、
大
阪
陸
軍
飛
行

場
（
盾
津
飛
行
場
）
が
で
き

た
の
は
34
年
（
同
９
年
）。

民
間
の
寄
付
で
造
ら
れ
た
も

の
で
、
大
阪
の
防
空
と
民
間

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成
を
目
的

と
し
て
い
た
。
戦
争
末
期
に

は
、
こ
こ
で
訓
練
を
受
け
た

学
生
が
敵
艦
め
が
け
沖
縄
の

海
で
死
ん
で
い
っ
た
。
終
戦

は
ど
う
し
て
も
マ
ン
パ
ワ
ー

が
必
要
で
あ
り
、
医
院
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
診
る
目
を

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

院
内
で
の
う
蝕
予
防
は
歯

科
衛
生
士
の
仕
事
で
あ
り
子

ど
も
た
ち
と
の
上
手
な
か
か

わ
り
は
女
性
な
ら
で
は
の
も

の
で
あ
る
。
歯
列
に
関
し
て

は
ド
ク
タ
ー
の
仕
事
で
あ
り

成
長
の
各
ス
テ
ー
ジ
で
現
れ

て
く
る
異
常
を
い
ち
早
く
見

つ
け
だ
し
そ
れ
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
子
ど

も
た
ち
の
う
蝕
予
防
と
歯
列

へ
の
取
り
組
み
を
街
の
普
通

の
歯
科
医
院
で
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
を
紹
介
し
て

み
た
い
。

盾
津
飛
行
場
跡
地

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑪機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

　

宮
崎
駿
監
督
の
映
画
「
風

立
ち
ぬ
」
の
主
人
公
、
堀
越

二
郎
が
設
計
し
た
九
六
式
艦

上
戦
闘
機
が
完
成
し
た
の
が

１
９
３
５
年
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